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申込み、問合せは
各支部技術担当者へ

建
設
業
で
は
、
こ
れ
ま
で
労
働

時
間
に
つ
い
て
あ
ま
り
意
識
さ
れ

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
職
人
さ
ん

が「
雇
用
さ
れ
た
社
員
」な
の
か
、

「
社
員
で
は
な
い
一
人
親
方
」
な

の
か
、
契
約
関
係
が
曖
昧
で
あ
っ

た
こ
と
が
背
景
に
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
社
会
保
険
未
加
入
問

題
の
う
ね
り
の
中
、
中
小
事
業
者

で
も
多
く
の
職
人
さ
ん
が
厚
生
年

金
に
加
入
す
る

こ
と
に
。
こ
こ

で
意
識
す
べ
き

こ
と
は
、
厚
生

年
金
に
加
入
し

た
と
い
う
こ
と

は
、
立
場
が
曖
昧
だ
っ
た
職
人
さ

ん
が
は
っ
き
り
と
「
社
員
」
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
。
社
員
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
は
、
労
働
基
準
法

が
が
っ
ち
り
適
用
さ
れ
ま
す
。

労
働
基
準
法
で
は
、
労
働
時
間

に
つ
い
て
「
1
日
8
時
間
、
週
40

時
間
ま
で
」
と
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
職
人
さ
ん
の
労
働

時
間
は
「
8
時
間
」
で
あ
り
、
8

時
間
を
超
え
た
ら
時
間
外
労
働
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
普
通
に
仕

事
を
し
て
い
た
土
曜
日
は
、
週
40

時
間
を
超
え
る
労
働
と
な
り
、
始

業
か
ら
終
業
ま
で
時
間
外
労
働
と

し
て
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

1
日
10
時
間
、
月
間
26
日
働
く

職
人
さ
ん
の
場
合
、
平
日
が
月
22

日
と
す
る
と
、
平
日
は
2
時
間
×

22
日
＝
44
時
間
、
土
曜
日
が
月
4

日
あ
る
と
、
10
時
間
×
4
日
＝
40

時
間
が
時
間
外
労
働
と
な
り
、
月

間
の
時
間
外
労
働
は
84
時
間
に
。

毎
月
こ
の
働
き
方
だ
と
過
労
死
基

準
と
言
わ
れ
る

「
複
数
月
平
均
80

時
間
以
上
」
に
引

っ
か
か
り
、
過
労

死
だ
け
で
な
く
脳

・
心
疾
患
や
精
神

疾
患
な
ど
に
な
っ
た
場
合
も
労
災

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
会
社
が
「
安
全
配
慮
義

務
違
反
」
を
追
及
さ
れ
大
き
な
損

害
賠
償
責
任
を
追
及
さ
れ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
「
今
ま
で
こ
う
だ

っ
た
」
と
何
も
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
経
営
的
に
死
活
問
題
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
法
律
的
に
も
社
会
的

評
価
で
も
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
に

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
中
小
建
設
業
で
も
労
働
時
間
管

理
は
必
須
で
す
。
「
う
ち
で
は
無

理
」
で
は
な
く
、
労
働
時
間
管
理

を
今
日
か
ら
意
識
し
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

社
会
保
険
労
務
士

高
田

聡
史

高田さん

東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
は
4
月
3

日
、
池
袋
校
舎
で
2
0
1
9
年
度

の
入
学
式
を
開
催
。
在
校
生
、
講

師
、
指
導
員
、
受
け
入
れ
事
業
主
、

学
校
・
組
合
関
係
者
、
来
賓
の
皆

さ
ん
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
第
24

期
生
16
人
の
新
た
な
2
年
間
が
始

ま
り
ま
し
た
。

福
地
孝
志
副
理
事
長
に
よ
る
開

会
の
辞
に
続
き
、
渡
辺
義
久
理
事

長
は
祝
辞
の
中
で
、
「
遅
い
早
い

の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
ま
い
た
種

は
必
ず
芽
生
え
る
」
と
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

第
2
部
で

は
、
小
林
謙

二
学
校
長
に

よ
る
「
2
年

間
の
学
習
目

標
」
と
題
し

た
ミ
ニ
講
義

を
開
催
。
そ

の
後
、
在
校

生
か
ら
の
歓

迎
の
辞
、
新

入
生
紹
介
と

続
き
、
新
入

生
を
代
表
し

て
益
永
真
理

子
さ
ん
が
あ

い
さ
つ
。「
こ

の
メ
ン
バ
ー
で
最
高
の
も
の
を
作

り
上
げ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
、
常
に
試
行
錯
誤
し
、
挑
戦
し

続
け
ま
し
ょ
う
」
と
同
期
の
仲
間

に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

全
員
か
ら
の
ひ
と
言
あ
い
さ
つ

で
は
、
「
1
日
1
日
を
大
切
に
過

ご
す
」
「
早
く
一
人
前
に
な
り
た

い
」
「
技
術
を
し
っ
か
り
身
に
着

け
て
親
の
会
社
を
し
っ
か
り
継
げ

る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
い

う
決
意
表
明
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

「卒業後は講師としての活動もしていきたい」
と話す益永さん

3
月
23
日
、
東
京
建
築
カ
レ
ッ

ジ
池
袋
校
舎
で
第
22
期
生
修
了
式

が
行
な
わ
れ
、
23
人
が
2
年
間
の

教
育
課
程
を
修
了
し
、
無
事
卒
業

と
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
渡
辺
理
事
長
に
よ
る
主

催
者
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
修
了
証

書
の
授
与
、
小
林
学
校
長
式
辞
、

来
賓
あ
い
さ
つ
と
続
き
、
「
技
能

照
査
合
格
証
書
」
「
東
京
土
建
委

員
長
賞
」
な
ど
12
項
目
に
渡
る
特

別
賞
の
表
彰
と
記
念
品
贈
呈
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

カ
レ
ッ
ジ
生
派
遣
事
業
主
を
代

表
し
て
㈱
異
人
館
企
画
開
発
の
村

口
英
雄
社
長（
三
鷹
武
蔵
野
支
部
）

は
、
「
建
設
産
業
は
な
か
な
か
一

筋
縄
で
は
い
か
な
い
大
変
な
業
界

で
す
が
、
そ
れ
に
怯
（
ひ
る
）
ま

な
い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
立
場

で
立
ち
向
か
っ
て
努
力
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

修
了
生
を
代
表
し
て
玉
江
マ
リ

子
さ
ん
が
、
「
仲
間
の
支
え
が
と

て
つ
も
な
く
力
に
な
る
と
い
う
こ

と
を
学
べ
た
。
そ
う
い
う
体
験
そ

の
も
の
が
私
の
財
産
に
な
っ
て
い

る
」
と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

修
了
生
全
員
が
一
人
ず
つ
決
意

表
明
を
行
な
い
、
皆
で
校
歌
を
合

唱
し
、
終
了
し
ま
し
た
。

涙ながらに答辞を読む
玉江さん

大
工
（
正
規
）

形
山
建
築
（
荒
川
支
部
）

☎
0
9
0
―
7
2
4
4
―
3
2
0
1

タ
イ
ル
工
・
左
官
工
（
正
規
）

㈱
梅
木
組
（
葛
飾
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
5
7
6
―
7
3
6
4

空
調
（
正
規
・
短
期
）

㈲
小
林
設
備
工
業
（
足
立
支
部
）

☎
3
8
5
6
―
5
7
9
6

左
官
工
、
見
習
い
（
正
規
）

㈲
飯
村
左
官
工
業
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
9
0
―
5
1
9
3
―
8
8
2
2

内
装
施
工
管
理
（
正
規
）

㈱
ｄ
ｏ
ｎ
ｇ
ｕ
ｒ
ｉ
（
渋
谷
支
部
）

☎
5
7
8
7
―
6
7
4
7

建
築
、
内
装
、
管
理
業
務
（
正
規
）

ト
ラ
ス
テ
ッ
ク
建
装
㈱
（
足
立
支
部
）

☎
6
9
0
3
―
2
8
0
5

電
気
（
正
規
）

㈲
ア
イ
デ
ィ
ケ
イ
商
会
（
足
立
支
部
）

☎
5
8
0
9
―
5
9
6
7

電
気
工
事
（
正
規
）

㈲
原
電
気
工
業
（
練
馬
支
部
）

☎
3
9
2
4
―
5
2
5
1

電
気
工
事
士
（
請
負
）

㈱
ト
チ
シ
タ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
府

中
国
立
支
部
）

☎
0
8
0
―
6
7
4
0
―
3
4
6
0

配
管
工
（
正
規
）

塚
本
設
備
（
練
馬
支
部
）

☎
0
8
0
―
6
5
6
7
―
2
8
5
8

Ａ
Ｌ
Ｃ
工
（
正
規
）

誠
建
㈱
（
墨
田
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
5
4
0
―
9
6
3
7

電
工
（
請
負
）

㈱
大
永
電
気
（
荒
川
支
部
）

☎
3
8
2
3
―
2
3
1
4

解
体
、
外
構
工
事
工
（
正
規
）

㈱
伊
藤
征
工
業
（
世
田
谷
支
部
）

☎
5
7
1
6
―
6
7
2
1

鉄
筋
工
（
正
規
）

㈱
林
田
工
業
（
練
馬
支
部
）

☎
0
9
0
―
7
7
0
6
―
0
4
7
3

鉄
骨
と
び
、
足
場
と
び
（
正
規
）

㈱
熊
坂
組
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
9
0
―
8
5
1
2
―
5
2
6
1

左
官
工
事
業
（
正
規
）

㈱
貴
昇
（
府
中
国
立
支
部
）

☎
0
4
2
―
4
0
5
―
9
9
2
7

建
築
施
工
管
理
者
〈
現
場
監
督
〉
、
大

工
（
正
規
）

㈱
マ
ル
ト
ミ
建
装
（
江
東
支
部
）

☎
3
6
8
4
―
1
8
3
8

ブ
ロ
ッ
ク
、
外
構
全
般
（
請
負
）

㈲
イ
ワ
イ
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
3
1
5
―
9
9
6
0

【
作
業
主
任
者
】

地
山
・
土
止
め
（
掘
削
面
高
さ
が

2
ｍ
以
上
と
な
る
地
山
掘
削
と
土

止
め
支
保
工
）
5
月
28
日
〜
30
日

（
火
水
木
）
池
袋
、
1
万
6
5
0

0
円

有
機
溶
剤
（
塗
料
・
シ
ン
ナ
ー
に

含
有
の
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
や
塗
料

剥
離
剤
の
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
で
も

必
要
に
）①
5
月
22
日
〜
23
日（
水

木
）
池
袋
、
②
6
月
22
日
〜
23
日

（
土
日
）
府
中
国
立
支
部
会
館
、

1
万
1
千
円

【
特
別
教
育
な
ど
】

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
①
5
月

15
日
〜
16
日
（
水
木
）
池
袋
、
②

6
月
4
日
〜
5
日（
火
水
）池
袋
、

③
6
月
8
日
〜
9
日
（
土
日
）
日

野
支
部
会
館
、
1
万
4
千
円

足
場
作
業
主
任
者
の
能
力
向
上
教

育
（
作
業
主
任
者
修
了
者
へ
の
、

お
お
む
ね
5
年
毎
の
再
教
育
）
6

月
28
日
（
金
）
池
袋
、
8
千
円

足
場
①
5
月
8
日
（
水
）
池
袋
、

②
7
月
17
日
（
水
）
池
袋
、
7
千

円フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
（
墜
落
制
止
用
器

具
）
①
5
月
29
日
（
水
）
池
袋
、

②
7
月
31
日
（
水
）
池
袋
、
8
千

円ロ
ー
プ
高
所
作
業
5
月
31
日（
金
）

池
袋
、
7
5
0
0
円

自
由
研
削
砥
石
6
月
19
日
（
水
）

池
袋
、
7
5
0
0
円

丸
の
こ
・
熱
中
症
6
月
20
日（
木
）

7
5
0
0
円
、
丸
の
こ
の
み
4
8

0
0
円
、
熱
中
症
の
み
3
3
0
0

円
、
自
由
研
削
砥
石
と
2
日
間
セ

ッ
ト
割
引
1
万
4
千
円

【
建
設
機
械
】

玉
掛
6
月
14
日
〜
16
日
（
金
土

日
）
足
立
支
部
会
館
、
2
万
1
千

円小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
5
月
10
日

〜
12
日
（
金
土
日
）
西
多
摩
支
部

会
館
、
3
万
2
千
円

車
両
系
（
整
地
等
）
技
能
講
習
5

月
25
日
〜
26
日
（
土
日
）
西
多
摩

支
部
会
館
、
3
万
7
千
円

【
事
業
所
向
け
】

新
入
職
者
教
育
（
法
定
の
「
雇
入

れ
時
教
育
」
の
一
部
と
、
足
場
特

別
教
育
・
熱
中
症
の
2
つ
の
特
別

教
育
を
実
施
）
5
月
7
日
〜
8
日

（
火
水
）
池
袋
、
9
3
0
0
円

【
技
術
研

修
セ
ン
タ
ー

・
岩
崎
修
記
】

建
設
の
仕
事

で
と
て
も
人

気
の
高
い
資

格
が
「
電
気

工
事
士
」
。

昨
今
の
人
手

不
足
の
影
響

を
受
け
、
電

気
工
事
士
資

格
所
有
者
の

需
要
は
ま
す

ま
す
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

6
0
0
Ｖ
以
下
で
受
電
す
る
一

般
新
築
住
宅
、
店
舗
、
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
等
で
電
気
工
事
を
行
な
う

に
は
、
第
二
種
電
気
工
事
士
の
資

格
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

第
二
種
電
気
工
事
士
の
こ
こ
数

年
の
全
国
平
均
の
合
格
率
は
、
筆

記
試
験
で
60
％
前
後
、
技
能
試
験

で
65
％
前
後
で
す
が
、
東
京
土
建

の
受
験
準
備
講
座
受
講
者
の
合
格

率
は
筆
記
85
％
、
技
能
90
％
で
全

国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま

す（
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
調
べ
）。

初
め
て
の
方
、
他
の
職
種
の
方
で

も
分
か
り
や
す
い
と
評
判
で
す
。

第
二
種
電
気
工
事
士

筆
記
試
験
講
座

4
月
28
日
、
5

月
5
・
12
・
19
・
26
日

技
能
試
験
講
座

6
月
16
・
23
・

30
日
、
7
月
7
・
14
日

☆
筆
記
試
験
・
技
能
試
験
準
備

講
座
と
も
4
万
円（
税
込
み
）。
い

ず
れ
も
全
5
回（
す
べ
て
日
曜
）、

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
、
会
場
は

東
京
土
建
技
術
セ
ン
タ
ー
（
池

袋
）。お
申
し
込
み
は
各
支
部
へ
。

新
し
い
仲
間
１６
人
が
入
学

東京建築
カレッジ

試
行
錯
誤
し
チ
ャ
レ
ン
ジ

２２
期
生
２３
人
が
卒
業

怯
ま
ず
に
立
ち
向
か
っ
て

高合格率の準備講座
電気工事士資格は組合で

40

労
働
時
間
管
理
に
注
意

今
ま
で
通
り
で
ブ
ラ
ッ
ク
認
定

求

人

求

人

求

職


